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さ
あ
、

　

い
よ
い
よ

北
島
の

　

登
場
で
す
。

見
て
く
だ
さ
い
。

き
た
え
あ
げ
た

　

こ
の
体

た
の
む
ぞ

　

金
メ
ダ
ル
!

…

っ
て

な
ん
か
い

 

Ｃ
Ｍ
か
い

そ
し
て
こ
の

　

話
題
の
水
着
で
す
。

　

国
見
町
六
郷
満
山
霊
場
第
二
十
三
番
札
所
で
あ
る
千
燈
寺
の
近
く

の
県
道
31
号
線
沿
い
に
、千
燈
石
仏
と
呼
ば
れ
る
石
仏
が
あ
り
ま
す
。

　

幅
 
㎝
、高
さ
 
㎝
、厚
さ
 
㎝
の
一
枚
石
に
薄
肉
彫
し
た
阿
弥
陀

如
来
迎
図
で
す
。正
面
に
阿
弥
陀
仏
、右
下
に
念
仏
行
者
往
生
を
厨
子

と
共
に
表
現
し
、そ
の
前
観
音
菩
薩
が
蓮
華
を
捧
げ
持
ち
、勢
至
菩
薩

は
、両
手
を
合
わ
せ
て
新
生
の
人
を
讃
歌
し
て
い
ま
す
。ま
た
、他
の
阿

弥
陀
随
侍
菩
薩
聖
衆
は
、紫
雲
の
湧
き
立
つ
中
に
、種
々
の
楽
器
を
奏

で
、満
面
微
笑
し
、に
ぎ
に
ぎ
し
く
来
迎
す
る
様
が
彫
刻
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

鎌
倉
時
代
末
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
の
作
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
見
町

　

「
千
燈
石
仏
」 
　
　
　
　
　

大
分
県
指
定
史
跡
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７
月
５
日
（土）
午
後
２
時
か
ら
、

ア
ス
ト
く
に
さ
き
ア
ス
ト
ホ
ー
ル

で
、
ス
ロ
バ
キ
ア
国
立
オ
ペ
ラ
椿

姫
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
青
少
年

に
本
物
の
オ
ペ
ラ
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
今
回
で
４
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
世
界
で
最
も
愛
さ
れ

て
い
る
オ
ペ
ラ
の
一
つ「
椿
姫
」

が
、第
２
部
で
は
、同
オ
ペ
ラ
の
日

本
で
の
活
動
10
周
年
を
記
念
す
る

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム「
日
本
の
歌
」
が

上
演
さ
れ
、「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜

の
星
を
」「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
な
ど

13
曲
を
５
人
の
ソ
リ
ス
ト
が
日
本

語
で
披
露
。
約
３
５
０
人
の
来
場

者
は
、
ソ
リ
ス
ト
の
素
晴
ら
し
い

歌
声
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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70

50

本
物
の
オ
ペ
ラ
に
感
動

国
東
オ
ペ
ラ
２
０
０
８▲最後にソリスト全員でスロバキア民謡を披露しました


